
                                                     2018.11.06  

 

環境推進部 佐々木 

企業の取り組みについて  
 

積水ハウスの生物多様性保全戦略 
 

  ~ 生産と消費をつなぐために ~    

IPBESシンポジウム 「生物多様性のための持続可能な生産と消費」 
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 自己紹介 

佐々木 正顕（ささき まさあき） 
 

 所属：積水ハウス 環境推進部 部長（樹木医） 
 「5本の樹」計画…在来種中心の庭づくり・緑化事業 
 「SDGs・ESG対応」…機関投資家対策の戦略策定や対応 
 「木材調達ガイドライン」…持続可能な木材 フェアウッドの導入 etc.      
 

 社外委員や社外活動：（最近の実績のみ） 
 日本建築センター 建築関連産業とSDGs委員会 
 農林水産省 生物多様性の経済連携スキーム研究会 
 大阪市 環境審議会 生物多様性部会 
 大阪府 みどり公社 評議員 
 滋賀県 生物多様性保全活動促進事業検討会 
 クリーンウッド法「登録」促進 家具業界向け家具産地セミナー 
                                          etc. 

Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 
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1. 生態系保全のための価格プレミアムを
商品に転嫁できるか？ 
 

2. コストオンするための、企業の工夫の
余地はあるのか？ 
 

3. 金額面で100%転嫁できないとした
ら、その不足を何で補完するか？ 

本日の事例発表のポイント 

「生産」 → メーカー → 「消費」 

Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 
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「生態系保全」と「自然資本」 
 「自然を使い続けること（循環）」を 
      どうやって経営に組み込むか 

自
然 

 
 

資
本 

必
要
経
費 

利
益 ヒト…人件費 

モノ…製造コスト 
カネ…必要な資金 

自然は 
 タダじゃない 

事
業
売
上
高 
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「自然を使い続けること」が経済に組み込まれて  
いなかったことから歪が生まれていた 

自
然
資
本 事

業 
売
上
高 

生産者に内部化 税金・ 
補助金 

一部は 

ＮＰＯ活動 
企業社会貢献 

「自然資本」とは 
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①生態系保全を「顧客メリット」に翻訳してマーケティングし、 
②保全プロセスをサプライチェーンとの関係強化と位置付け、 
③ESG投資を持続可能な事業基盤補完の視点で拡大 

結 論 

Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 
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SDGsの内容を関係性で整理してみると… 

（*出典）インターリスク総研（原図考案者Johan RockströmとPavan Sukhdev両氏の許諾） 

SDGsウエディングケーキ* 

財務資本、 
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「生産」と「消費」をつなぐために 

KEY MESSAGES 
多くの場合、消費者と生産者の間に距離があるた
め、消費者の選択が世界の土地劣化に及ぼす影
響の全貌が常に見えるとは限らない 

B3 

BACKGROUND TO THE KEY MESSAGES 
消費者と消費者が依存する食糧とその他商
品作物を生み出す生態系との乖離が拡大し
空間的断絶が深まると、消費に対する選択
が土地劣化に与える影響に対する消費者の
意識や理解の欠如が進む 

19 

C-5 

（政策決定者向け要約より） 
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1.生態系保全の意義を 
 

  「顧客メリット」に翻訳 
 

    してお伝えしていく 
 

     … マーケットを作る 
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３本は鳥のために、 ２本は蝶のために、 

地域の「在来種*」を提案 

 造園緑化事業の軸 「５本の樹」 

* 従来、造園緑化においては、「園
芸種・外来種」の利用が一般的 

Ａ地域 
Ｂ地域 

Ｃ地域 
Ｄ地域 

Ｅ地域 
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生態系のネットワーク…「里山」をお手本に 
豊な「いのち」のつながり 

里山；人の手が加わることで、天然の自然よりも、
多様な生きものの住処となるという「システム」 
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外：ヒマラヤシーダー 

２０種類 

生態系…管理からのアプローチ  

在：クヌギ 

３００～ 

６００種類 

外：ハナミズキ 

Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 

うどん粉病 

在：ヤマボウシ 



Ｑ：候補地BがAより高い場合、いくらまでなら差額を払いますか? 

A B 
Ａ：⇒ 3000万円の建物の場合、Ｂの方に＋350万円 
緑の量（庭木、生垣等の割合［%］） →限界支払い意思額 25万円／％ 

＜ 「景観形成の経済的価値分析に対する検討報告書（H19年6月 国土交通省 調査）」 より ＞ 

生態系…資産価値からのアプローチ 

緑が多いと不動産価値が上がる 

Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 



「平成20年版 青少年白書」より 

ある ない 

あ
る 

な
い 

[ 道徳観・正義感] 

[

自
然
体
験]

 

【 自然体験 と 心の成長 】 

生態系…情操教育からのアプローチ              

Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 



 植木・造園のマーケットで 
  「雑木」の評価が上がり始めました 

植木業者の理解を得て在来種生産依頼 

Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 



全国で植栽累積 約1千400万本に              

  【 「５本の樹」計画開始以降の年間植栽本数*推移 】 
                                    （* 「５本の樹」樹種を中心とした全ての植栽本数 ） 
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累積植栽本数約1409万本 
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「経年美化」…地域の資産でもある              

Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 
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2.保全プロセスを通じて 
 

   サプライヤーを理解 
 

     
… 協創による連携強化 

Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 



コンクリート類 
20.5% 

ガラス・ 
陶類28.9% 

金属類 
29.6% 

木類 
13.5% 

総量 約42t 
（約150㎡の標準 
的な当社軽量鉄骨 
造住宅、建物のみ） 

取引メーカー約3,000社の協力を得て 
 1棟あたり約5万点以上の部材で構成されています。 

参考：シャーウッド     
（木質系） 

 
 
 
 
 

木類  
約

36.6％ 
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5ｔ 

15ｔ 

木材調達使用量 

弊社住宅の資源使用量 
競争力の源泉は優良な原材料にある 

Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 



20 

サステナブル・ビジョン（2005年） 
「持続可能性を経営の基軸に据える」 

持続可能性 ＝ 4つの価値と13の指針 
…SDGsと同じ方向性 

Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 
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積水ハウスの「木材調達ガイドライン」10の指針 対応するSDGsの 
目標とターゲット例 

1 違法伐採の可能性が低い地域から産出された木材              

2 貴重な生態系が形成されている地域以外から産出された木材        

3 地域の生態系を大きく破壊する、天然林の大伐採がおこなわれている
地域以外から産出された木材 

      

4 絶滅が危惧されている樹種以外の木材       

5 生産・加工・輸送工程におけるCO2排出削減に配慮した木材        

6 森林伐採に関する地域住民との対立や不当な労働慣行を排除し、地
域社会の安定に寄与する木材 

           

7 森林の回復速度を超えない計画的な伐採がおこなわれている地域から
産出された木材 

         

8 計画的な森林経営に取り組み生態系保全に寄与する国産木材 
   

9 森林生態系の保全や創出につながるような方法により植林された木材 
     

10 資源循環に貢献する木質建材 
  

積水ハウスの「木材調達ガイドライン」 

Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 



評価の一例：（絶滅危惧種） 

調達指針④  絶滅が危惧されている樹種以外の木材 

得点 IUCN Red Databook 1994 
Categories & Criteria (Ver2.3) 

IUCN Red Databook 

Category（日本版） 

樹種 

（抜粋） 

5点 LR/LCLow Risk/ Least Concern カテゴリー外 ウエスタンレッドシダー、
ダグラスファーなど 

4点 LR/CD&NTLow Risk/ Conservation 
Dependent, Near Threat 

準絶滅危惧 ヒノキ、スギ、センペル
セコイアなど 

3点 VUVulnerable 絶滅危惧やや高い セプター、チーク、ウリン 

2点 ENEndangered 絶滅危惧高い ホワイトメランチなど 

 

1点 CRCritically Endangered 絶滅危惧非常に高い レッドラワン、イエローラ
ワン、カポールなど 

※ 認証材であれば+2点 
(＝認証制度は加点要素) 

22 Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 



「認証」に留まらず、木材を総合評価し改善 

合計点（最大43点） 調達ランク 

34点以上 Ｓ 

26点以上、34点未満 Ａ 

17点以上、26点未満 Ｂ 
調達指針①④が評価でき
ない、もしくは17点未満 Ｃ 

得点 IUCN Red Databook 
1994 Categories & 
Criteria (Ver2.3) 

IUCN Red Databook 

Category（日本版） 

樹種 

（抜粋） 

5点 LR/LCLow Risk/ 
Least Concern 

カテゴリー外 ウエスタンレッドシダー、ダ
グラスファーなど 

4点 LR/CD&NTLow Risk/ 
nservation 
Dependent, Near 
Threat 

準絶滅危惧 ヒノキ、スギ、センペルセ
コイアなど 

3点 VUVulnerable 絶滅危惧やや高い セプター、チーク、ウリン 

2点 ENEndangered 絶滅危惧高い ホワイトメランチなど 

 

1点 CRCritically 
Endangered 

絶滅危惧非常に高い レッドラワン、イエローラワ
ン、カポールなど 

得点 違法伐採の可能性が高いと考
えられる木材のその国の木材
総輸出量に占める割合 

地   域 

5点 10%未満 フィンランド、ニュージーランドなど 

4点 10%以上 ラトビア、中国、ベトナム、日本など 

3点 30%以上 ロシア欧州部、韓国、台湾、フィリピン、ベト
ナム、ラオスなど 

2点 50%以上 ロシア極東、エストニア、カメルーン、赤道ギ
ニア、ガーナ、など 

1点 70%以上 ガボン、リベリア、インドネシア、カンボジア、
ブラジル・アマゾン、など 

＋ 

…
 

…
 

10の指針ごとに分析し、 
合計して、木材を評価 

→ 可視化し、マネジメント 

Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 
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0% 20% 40% 60% 80% 100% 

2017 

2016 

2015 

2014 

2013 

2012 

2011 

2010 

2009 

2008 

2007 

2006 

Sランク Aランク Bランク Cランク 

持続可能性
の高い木材 持続可能性の

低い木材 

（2016年度） 

ガイドライン
運用開始 

（注）Cランクの場合も、最低限の合法性はクリアしています。 

ガイドライン 運用の成果 

Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 
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ガイドライン＝デュー・ディリジェンス*（DD） 

情報収集 

リスク評価 

リスク緩和措置 

樹種リスク 

伐採国・地域リスク 

ワシントン条約 
IUCNレッドリスト 他 

違法伐採度合 
腐敗認知指数 他  

① 初期リスク評価 

② 詳細リスク評価 
初期評価で高リスクの蓋然性が高い場合には、より
川上にアプローチし、現地の森林管理状況、伐採状
況について情報収集を行い、運用面での違法リスク
を判断 

NGO情報、書類確認、現地訪問 他  

Special Thanks to FoE Japan 

* 「相当な注意義務」と訳され、企業や物件等の買収の際に、その資産価値や想定される収益力、リスクを
詳細に調査・分析し、自らが確信できる程度の注意を払うというニュアンスの言葉 

Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 



サプライヤーとの関係…「競争」から「協創」へ 

メーカー 

サプライヤー 

サプライヤー 

サプライヤー 

QCD 

Quality（品質） 
Cost（価格） 
Delivery（納期） 

メーカー 

サプライヤー 

QCD+Ec(S・Et) 

Ecology（環境）  
＜Social（社会）＞ 
＜Ethical（倫理）＞ 

サプライヤー 

サプライヤー 

 
 

 

社
会
的
課
題 

折衝・対立 軸から コンサル的役割へ 

Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 
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… 国が2013年に開始した「木材利用ポイント」（既に制度は終了済み）に沿って、国内の産地で大切に手間暇かけて育てられた各地
の銘木（秋田スギ、吉野スギ、美作ヒノキ等）を利用した住宅を「国産プレミアムモデル（柱も梁も国産材の商品）」として商品化。 
  材に銘木の焼印を刻印したり、建築期間中に仮囲い銘木利用である旨のパネルやノボリを立ててお客様の地域への愛着に働きかけ
たりといった持続可能な木材のプレミアム感を高めるためのコミュニケーション提案方法も評価頂いて、第一回の「ウッドデザイン賞」で部門
別の最高位に該当する「林野庁長官賞」の取得をさせて頂けました。 
  大企業の責任は、単にフラグシップモデルを作るだけでなく、ボリューム・規模を拡大して市場への道をつけることだと考えておりますが、
「木材利用ポイント」の制度終了後も、国産材の銘木を柱に利用した木質系住宅は引き続き、月に5,60棟ペースの販売にまで成長
し、累積も2800棟を超える商品へと飛躍しました。 

国産材販売のコミュニケーション戦略 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjqp9aR_MLXAhXGJpQKHcBRDhQQjRwIBw&url=http://www.sankei.com/photo/story/expand/160829/sty1608290016-p2.html&psig=AOvVaw0VrUgvG5YFufmo0Cl8triH&ust=1510917415427256�
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=0ahUKEwj89ceA_cLXAhWJkZQKHVnlBE0QjRwIBw&url=https://blogs.yahoo.co.jp/neggy_0313/62415055.html&psig=AOvVaw1egbQZ8veRTNS4PXwu_LUd&ust=1510917362016044�
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj2mK6m_cLXAhXDq5QKHWOWBSIQjRwIBw&url=http://ietatetai.net/seki-hou%E6%9C%80%E6%96%B0%E6%83%85%E5%A0%B1/%E9%AB%98%E7%B4%9A%E6%9C%A8%E9%80%A0%E3%81%AE%E5%9D%AA%E5%8D%98%E4%BE%A1.html&psig=AOvVaw0azG6_i6ZkiIDH2SnU-E0m&ust=1510917721462670�
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiN68LH_cLXAhXMlpQKHShABF4QjRwIBw&url=http://www.sekisuihouse.com/products/shawood/domestic/&psig=AOvVaw2pfvH95bzw58Z41fqzUoK4&ust=1510917798471934�
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3.長期的成長のための 
 

  持続可能性経営支援の 
 

   ツールとしてのESG投資 
 

     … 戦略に基づく情報開示 
Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 
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インプット プロセス アウトカム 
財務資本 

製造資本 

知的資本 

人的資本 

自然資本 

社会関係性資本 

これを投入・活用して この事業過程を経て こんな成果が出る 

リスク・チャンス 

マテリアリティ 

ガバナンス 

経済的価値 

投資家は企業の何に注目しているのか  

社会的価値 

長期的成長の要素 
Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 



積水ハウス ESG評価に関する状況 
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GPIF が選定した 4指数 全てに採用 
  

•    総合型指数：FTSE Blossom Japan Index、 
•  総合型指数：MSCI ジャパンESGセレクトリーダーズ指標、 
•  テーマ指数(S)：MSCI 日本株女性活躍指数（WIN） 
•  テーマ指数(E)：S&P/JPXカーボン・エフィシェント指数 

「DJSI World」 構成銘柄 に採用 

「DJSI Asia Pasific」 構成銘柄 に採用 

「Robeco SAM」 による「Goldクラス」に選定  

Copyright(C)Sekisui House Env.Dept. 



 積水ハウス㈱ 環境推進部  佐々木 正顕 

 m-sasaki@ga.sekisuihouse.co.jp 
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本社 梅田スカイビル 
   と希望の壁 
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